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金
沢
工
業
大
学
の
e
ラ
ー
ニ
ン
グ

「
ネ
ッ
ト
版
工
学
基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
へ
の
展
開
」

　
　
　
　
　
　
青
木
　
克
比
古

（
金
沢
工
業
大
学
工
学
基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
次
長
．
教
授
）

は
じ
め
に

　
　
金
沢
工
業
大
学
（
以
下
本
学
）
で
は
、
平
成
七
年
度
の
教
育
改
革
（
－
）

　
以
降
、
本
学
の
教
育
支
援
機
構
の
各
学
習
セ
ン
タ
ー
が
さ
ま
ざ
ま
な

　
課
外
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
案
践
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

　
本
学
学
生
の
学
習
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
「
正
課
学
習
＋
課
外
学
習
」
が

グ
徐
々
に
定
着
し
始
め
、
平
成
一
五
年
度
に
は
学
生
の
自
発
的
奮
学

ン
自
習
の
場
で
あ
る
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
セ
ン
タ
ー
、
夢
考
房
、
「
工
学
基

二
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
の
学
習
設
備
の
利
用
者
が
年
問
延
べ
一
二

一ラ
O
万
人
を
超
え
る
に
至
り
ま
し
た
。

．
　
こ
う
し
た
学
生
の
学
習
意
欲
に
対
し
て
、
各
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、

　
．
学
生
が
利
用
で
き
る
時
問
帯
を
広
げ
る
、
三
六
五
日
二
四
時
間
利
用

糠
で
き
る
自
墓
を
設
置
す
る
な
ど
、
課
外
学
習
環
境
の
充
実
最
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
学
生
の
学
習
行
動
の
多
様
化
に
対
す
る
学
習
支
援
と
し
て
、

I
T
（
情
報
技
術
）
の
進
展
を
鑑
み
、
本
学
で
は
、
①
「
場
所
の
自

由
」
、
「
時
間
の
自
由
」
、
「
学
習
ぺ
ー
ス
の
自
由
」
の
提
供
と
、
②

「
教
育
資
産
の
ア
ー
カ
イ
ブ
化
を
目
指
し
た
デ
ジ
タ
ル
教
材
」
の
開

発
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
教
員
個
々
の

教
育
に
導
入
・
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
は
、
L
M
S
（
ピ
＄
旨
冒
o
o
］
≦
き
－

譜
。
旨
窪
蕊
透
聾
）
と
し
て
、
W
E
B
－
C
T
を
採
用
し
た
シ
ス
テ

ム
で
「
コ
ー
ス
ウ
ェ
ア
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
こ
の
「
コ
ー
ス
ウ
ェ
ア
」

で
は
、
学
習
者
は
、
教
員
個
々
が
工
夫
し
た
学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
に
従

っ
て
、
学
習
の
進
捗
状
況
や
理
解
度
を
確
認
し
、
自
ら
の
ぺ
ー
ス
で

理
解
度
に
応
じ
た
学
習
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
掲

示
板
、
チ
ャ
ッ
ト
や
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
機
能
を
用
い
る
こ
と
で
、
教

15
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員
と
あ
る
い
は
他
の
学
習
者
と
対
話
が
で
き
ま
す
。

　
近
年
ま
す
ま
す
入
学
者
の
履
修
歴
が
多
様
化
し
、
教
育
は
「
教
員

個
々
に
よ
る
教
育
」
か
ら
「
組
織
力
に
よ
る
教
育
」
へ
と
パ
ラ
ダ
イ

ム
シ
フ
ト
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
課
外
学

習
環
境
の
I
T
化
と
「
組
織
力
に
よ
る
教
育
」
を
狙
い
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
は
教
員
個
々
の
教
育
で
の
利
用
に
留
ま
っ
て
い
た
e
ラ
ー
ニ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
、
「
工
学
基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
」
と
、
「
情
報
処
理

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
と
の
連
携
で
、
組
織
的
な
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
に
発
展
・
進
化
さ
せ
た
「
ネ
ッ
ト
版
工
学
基
礎
教
育
セ
ン
タ

ー
」
の
概
要
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
取
組
は
、
平
成
一
七
年
度
文
部
科
学
省
現
代
的
教
育

二
ー
ズ
取
組
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
現
代
G
P
）
に
選
定
さ
れ
て
い
ま

す
。二

　
「
ネ
ッ
ト
版
工
学
基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
」
の
概
要

　
本
学
は
、
平
成
一
二
年
に
、
教
育
支
援
機
構
の
中
に
「
工
学
基
礎

教
育
セ
ン
タ
i
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
「
工
学
基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
」

は
、
数
学
・
物
理
・
化
学
と
い
っ
た
工
学
基
礎
科
目
（
本
学
で
は
独

自
の
数
理
工
統
合
と
し
て
い
る
）
の
授
業
を
受
け
持
つ
約
二
〇
名
の

教
員
、
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
た
学
生
に
そ
の
場
で
学
習
指
導
を
行
う
約

一
〇
名
の
常
駐
の
個
別
指
導
教
員
（
チ
ュ
ー
タ
ー
）
お
よ
び
教
員
の

教
育
活
動
や
学
生
の
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
数
名
の
職
員
か
ら
構
成

さ
れ
た
教
職
員
の
組
織
で
す
。

「
工
学
基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
」
は
、
「
わ
か
り
や
す
い
授
業
の
実
践
」
、

「
授
業
理
解
度
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
講
座
の
実
施
」
な
ど
授
業
を
中
心

と
す
る
機
能
、
学
生
の
理
解
度
に
応
じ
た
学
習
支
援
と
し
て
「
チ
ュ

ー
タ
ー
に
よ
る
個
別
指
導
の
実
施
」
な
ど
課
外
の
学
習
を
支
援
す
る

機
能
お
よ
び
教
員
の
組
織
的
な
活
動
を
実
践
す
る
た
め
の
教
育
調
整

の
機
能
な
ど
を
有
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
が
有
機
的
に
機
能
す
る
よ
う
に
、
全
教
員
に
よ
る
「
授
業

参
観
」
や
「
授
業
関
連
資
料
の
公
開
」
の
仕
組
み
を
作
り
、
そ
れ
ら

を
通
じ
て
教
員
個
々
の
教
育
情
報
や
教
育
工
夫
を
セ
ン
タ
ー
内
で
蓄

積
・
公
開
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
、
授
業
満
足

度
調
査
、
学
習
履
歴
、
成
績
等
の
学
習
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
組
織
的

に
教
育
改
善
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
入
学
予
定
者
に
対
し
て
、
チ
ュ
ー
タ
ー
が
個
別
に
添
削
学

習
を
行
う
「
入
学
前
学
習
支
援
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
「
工
学
基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
」
は
、
組
織
的
な
教

育
活
動
に
よ
り
、
正
課
、
課
外
の
両
面
か
ら
学
生
の
学
習
を
支
援
し
、

平
成
一
三
年
度
以
降
、
年
間
延
べ
約
一
万
四
〇
〇
〇
人
の
学
生
に
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
学
生
の
授
業
理
解
度
、
学
習
意
欲

が
向
上
し
、
本
学
の
目
指
す
、
自
ら
考
え
行
動
す
る
技
術
者
が
育
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
セ
ン
タ
ー
の
利
用
が
定
着
化
す
る
一
方
、
平
成
一
六
年

頃
か
ら
、
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
に
、
多
様
化
す
る
学
習
ス
タ
イ
ル
ヘ
の

16

　
対
応
が
不
十
分
で
あ
る
、
対
面
で
の
学
習
機
会
に
制
約
が
あ
る
な
ど

　
の
不
満
が
出
始
め
ま
し
た
。
こ
の
解
決
の
た
め
に
、
「
工
学
基
礎
教

　
育
セ
ン
タ
ー
」
が
有
す
る
機
能
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
に
設
け
た
、
時

　
間
と
場
所
に
依
存
し
な
い
「
ネ
ッ
ト
版
工
学
基
礎
教
育
セ
ン
タ
i
」

　
（
以
下
本
セ
ン
タ
ー
と
い
う
）
を
平
成
一
七
年
度
に
開
設
し
ま
し
た
。

　
本
セ
ン
タ
ー
は
、
①
組
織
的
な
教
育
活
動
に
よ
り
得
ら
れ
た
教
育
情

　
報
・
工
夫
を
盛
り
込
ん
だ
「
学
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
ス
タ
イ
ル
に

　
対
応
す
る
コ
ー
ス
ウ
ェ
ア
」
、
②
時
問
や
場
所
に
依
存
し
な
い
個
別

　
指
導
「
ネ
ッ
ト
チ
ュ
ー
タ
ー
」
、
③
個
別
指
導
に
お
い
て
蓄
積
さ
れ

　
た
教
育
情
報
・
工
夫
を
用
い
た
「
ネ
ッ
ト
版
参
考
書
一
数
学
ナ
ビ
ゲ

　
ー
シ
ョ
ン
」
、
④
入
学
予
定
者
に
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
の
学
習
ス
タ
イ

　
ル
を
身
に
付
け
る
「
入
学
前
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
の
四
つ
の
機
能
を
有

　
し
て
い
ま
す
。
図
・
－
は
、
従
来
の
「
工
学
基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
」
の

　
機
能
と
、
こ
こ
で
の
「
ネ
ッ
ト
版
工
学
基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
」
の
機

　
能
と
の
関
連
を
示
し
た
図
で
す
。

　
　
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
に
つ
い
て
、
以
下
に
内
容
を
説
明
し
ま
す
。

グ
①
組
織
的
な
教
育
活
動
に
よ
り
得
ら
れ
た
教
育
情
報
．
工
夫
を
盛
り

ン
　
込
ん
だ
「
学
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
ス
タ
イ
ル
に
対
応
す
る
コ
ー

ニ
　
ス
ウ
ェ
ア
」

「ラ
　
「
コ
ー
ス
ウ
ェ
ア
」
の
特
徴
は
、
教
科
書
を
中
心
と
し
た
基
本
的
な

酬
学
習
内
容
に
、
「
工
学
基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
」
の
正
課
、
課
外
で
の

．
組
織
的
な
教
育
活
動
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
教
育
情
報
・
工
夫
を
ト

集特
ピ
ッ
ク
と
し
て
盛
り
込
ん
で
い
る
こ
と
で
す
。
具
体
的
に
は
、
「
コ

　　　　図1　ネット版工学基礎教育センターの概要

これまでの工学基礎教育センター　　　　　ネット版工学基礎教育センター

授業補助教材
　　　　　　　　一

授業や課外で
　　　　　　　　　　授業（正課） コースウェア

の教育情報・
　　　　　　　　　　　　十
工夫

授業理解度向上
プログラム（課外）

チューターによる個別指導 ネットチューター

個別指導で蓄積された学習指導ノウハウ 数学ナビゲーション

入学前学習支援
入学前

eラーニング
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ー
ス
ウ
ェ
ア
」
は
学
習
支
援
計
画
書
（
シ
ラ
バ
ス
）
に
記
載
さ
れ
る

学
習
プ
ロ
セ
ス
を
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
し
、
教
科
書
に
記
載
さ
れ
る

解
説
、
例
題
、
問
題
等
を
骨
格
と
し
、
そ
れ
に
ト
ピ
ッ
ク
を
付
加
し

て
い
ま
す
。

　
ト
ピ
ッ
ク
は
、
「
工
学
基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
」
の
教
育
情
報
・
工

夫
で
あ
る
「
効
果
的
な
授
業
を
実
践
す
る
教
員
の
指
導
」
、
「
授
業
理

解
度
の
た
め
の
実
演
授
業
に
よ
る
指
導
」
、
「
授
業
理
解
度
向
上
プ
ロ

グ
ラ
ム
講
座
で
得
ら
れ
た
学
習
支
援
ノ
ゥ
ハ
ゥ
」
な
ど
で
す
。
こ
れ

ら
を
ビ
デ
オ
映
像
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
数
式
表
現
な
ど
に
コ
ン
テ

コースウェアの構成表1

WebCT学生用基本操作マニュアル

学習の仕方、（コースウェアの説明）

学習教材（トピックを含む）

問題（演習、小テスト）

コミュニケーションッール’

学習記録（履歴）

成績表（演習、小テスト）

　図2　コースウェアのWeb上の画面

鎚難難醜噺厩哨幽一・　　　i麹鋤璽・一一講講鰍吻『鱒翻嚇顧等励蝦柳輔
P・衝r一一灘購農融癌鎌鎌灘態蓋義膿・灘醸脚伽
鰍
麟
構難

　　さ一ムパージ

ン
ツ
化
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
個
々
の
教
員
が
開
発
し
た
補
助
教

材
（
主
に
小
テ
ス
ト
）
の
中
で
、
授
業
の
理
解
度
を
高
め
る
た
め
に

効
果
的
な
も
の
を
、
「
コ
ー
ス
ウ
ェ
ア
」
上
の
問
題
機
能
（
演
習
、
小

テ
ス
ト
）
に
組
み
込
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
「
コ
ー
ス
ウ
ェ
ア
」
は
、
「
工
学
基
礎
教
育
セ
ン
タ

ー
」
の
各
教
員
が
授
業
や
個
別
指
導
に
お
い
て
創
意
工
夫
し
た
、
効

果
的
な
教
育
実
践
を
集
大
成
し
、
コ
ン
テ
ン
ツ
化
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
「
コ
ー
ス
ウ
ェ
ア
」
は
、
表
1
の
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
W

e
b
上
で
は
図
2
の
画
面
に
な
っ
て
い
ま
す
。
予
め
登
録
さ
れ
た
学

　
　
　
　
　
習
者
は
、
ネ
ッ
ト
で
こ
の
画
面
に
ア
ク
セ
ス
し
、
正

・鵬
糊

を　　　賊

』アル
w

癖イ欺薇5

　
　
難

　
　
㎜

灘
聡

レ

趣ぺ欄騨

規
の
授
業
の
一
環
と
し
て
、
ま
た
課
外
の
自
学
自
習

用
と
し
て
利
用
し
ま
す
。

②
時
問
や
場
所
に
依
存
し
な
い
個
別
指
導
「
ネ
ッ
ト

　
チ
ュ
ー
タ
ー
」

「
工
学
基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
」
の
各
教
員
は
、
「
チ
ュ

ー
タ
ー
」
と
し
て
、
学
生
の
授
業
の
理
解
度
を
高
め
、

学
習
意
欲
を
喚
起
す
る
よ
う
、
学
生
一
人
ひ
と
り
の

習
熟
度
に
応
じ
た
学
習
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
学
習
支
援
は
対
面
で
行
う
た
め
、
「
チ
ュ
ー
タ
ー
」

の
通
常
の
勤
務
時
問
内
で
の
活
動
に
な
っ
て
い
ま
す
。

学
生
の
利
用
が
定
着
化
す
る
に
従
い
、
学
生
か
ら
勤

務
時
間
外
で
の
学
習
支
援
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
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こ
の
よ
う
な
学
生
の
二
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、

平
成
一
七
年
度
か
ら
、
時
間
や
場
所
に
依
存
し
な
い
学
習
支
援
の
仕

組
み
と
し
て
、
電
子
メ
ー
ル
や
掲
示
板
に
よ
っ
て
学
生
か
ら
の
質
間

を
受
け
付
け
、
そ
れ
に
対
し
て
学
習
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
「
ネ
ッ
ト

チ
ュ
ー
タ
ー
」
制
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
特
に
最
近
の
携
帯
電
話

の
普
及
を
利
用
し
て
、
携
帯
電
話
の
電
子
メ
ー
ル
（
写
真
電
送
機
能

を
含
む
）
を
使
い
、
「
お
タ
ス
ケ
ケ
ー
タ
イ
」
と
い
う
学
習
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
「
学
習
者
か
ら
の
質
問
↓

学
習
ア
ド
バ
イ
ス
」
を
、
携
帯
電
話
の
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
、
双
方

向
で
で
き
る
限
り
短
時
間
で
行
う
も
の
で
す
。

「
ネ
ッ
ト
チ
ュ
ー
タ
ー
」
は
、
工
学
基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
の
教
員
が

担
当
し
て
い
ま
す
が
、
将
来
的
に
は
学
生
も
担
当
で
き
る
よ
う
、
そ

の
役
割
を
担
う
学
生
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、

教
え
る
側
に
学
生
が
参
加
す
る
こ
と
で
、
学
ぶ
側
、
教
え
る
側
が
と

も
に
学
び
あ
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

③
個
別
指
導
に
お
い
て
蓄
積
さ
れ
た
教
育
情
報
・
工
夫
を
用
い
た

　
「
ネ
ッ
ト
版
参
考
書
“
数
学
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
」

　
「
数
学
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
「
工
学
基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
」
で

の
学
生
の
個
別
指
導
に
お
い
て
蓄
積
さ
れ
た
、
学
生
が
よ
く
質
問
に

く
る
学
習
内
容
や
、
よ
く
間
違
い
を
起
こ
す
問
題
に
つ
い
て
、
学
生

が
理
解
す
る
ま
で
の
学
習
プ
ロ
セ
ス
を
体
系
立
て
て
H
T
M
L
化

し
、
公
式
や
学
び
の
ポ
イ
ン
ト
を
ハ
イ
パ
ー
リ
ン
ク
に
よ
り
学
習
で

き
る
よ
う
に
し
た
、
総
ぺ
ー
ジ
数
七
〇
〇
ぺ
ー
ジ
の
ネ
ッ
ト
版
参
考

書
で
す
。
先
に
述
べ
た
「
コ
ー
ス
ウ
ェ
ア
」
や
「
ネ
ッ
ト
チ
ュ
ー
タ

ー
」
の
仕
組
み
は
、
工
学
基
礎
教
育
に
お
い
て
学
生
の
理
解
を
積
み

上
げ
て
い
く
「
積
み
上
げ
学
習
」
で
す
が
、
こ
の
「
数
学
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
」
の
仕
組
み
は
、
図
3
の
イ
メ
ー
ジ
図
の
よ
う
に
、
課
題
に

対
し
疑
問
に
思
う
学
習
内
容
を
順
に
基
礎
に
向
か
っ
て
立
ち
返
る

「
立
ち
返
り
学
習
（
リ
ン
ク
バ
ッ
ク
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
」
で
す
。

　
ま
た
、
参
考
書
の
見
や
す
さ
、
使
い
や
す
さ
の
た
め
、
分
数
・
根

号
・
積
分
記
号
な
ど
の
数
式
表
記
に
は
、
最
新
技
術
の
蜜
讐
ぽ
目
豊
－

8
一
家
貰
ざ
℃
ピ
き
α
q
轟
o
q
。
（
M
a
t
h
M
L
）
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
M
a
t
h
M
L
は
、
数
式
を
検
索
し
た
り
、
数
式
を
音
声
で
読

み
上
げ
た
り
、
表
示
以
外
の
機
能
を
追
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど

の
特
徴
を
有
し
て
お
り
、
注
目
さ
れ
て
い
る
技
術
で
す
。

　
こ
の
「
数
学
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
」
は
本
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
と
し
て
、
外
部
に
も
公
開
さ
れ
て
お
り
、
高
校
生
や
社

会
人
な
ど
多
く
の
人
々
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

④
入
学
予
定
者
に
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
の
学
習
ス
タ
イ
ル
を
身
に
付
け

　
る
「
入
学
前
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
」

　
最
近
の
高
等
学
校
に
お
け
る
履
修
歴
の
多
様
化
を
受
け
て
、
入
学

前
教
育
と
し
て
、
「
専
門
高
校
特
別
選
抜
」
入
学
試
験
の
合
格
者
を

対
象
に
、
自
主
的
に
受
講
で
き
る
「
数
学
の
添
削
学
習
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
現
在
は
、
郵
便
に
よ
る
通
信
添
削
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

今
後
「
入
学
前
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
に
移
行
し
ま
す
。

　
こ
の
「
入
学
前
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
は
、
「
数
学
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
」
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図3　立ち返り学習のイメージ図

積み上げ学習

応用

、リンク　　　　　　　　　　　　　　　　ウェブページ

課題

ステップ1

立ち返り学習

（リンクバック

ラーニング）

ステップ3

ステップ2

熱溜済み

礎基

に
含
ま
れ
る
高
校
教
科
書
を
べ
ー
ス
と
し
た
「
数
学
1
、
数
学
∬
、

数
学
皿
、
数
学
A
、
数
学
B
、
数
学
C
」
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
利
用
し

ま
す
。
学
習
者
は
、
添
削
学
習
を
行
う
に
あ
た
り
、
「
数
学
ナ
ビ
ゲ

ー
シ
ョ
ン
」
で
疑
問
点
を
リ
ン
ク
バ
ッ
ク
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
り
学
習

し
、
さ
ら
に
必
要
に
応
じ
て
電
子
メ
ー
ル
で
「
ネ
ッ
ト
チ
ュ
ー
タ
ー
」

に
質
問
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
郵
便
に
よ
る
添
削
学
習
よ
り
効
果

的
に
学
習
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
入
学
後
の
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
の

学
習
ス
タ
イ
ル
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
ネ
ッ
ト
版
工
学
基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
以
上
の
四
つ
が
そ

れ
ぞ
れ
機
能
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
を
密
接
に
関
連

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
入
学
予
定
者
を
含
む
学
習
者
に
対
し
て
利
便

性
の
高
い
、
効
果
的
な
学
習
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

三
　
「
ネ
ッ
ト
版
工
学
基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
」
の
実
践

（
一
）
「
基
礎
数
理
」
の
夏
期
集
中
講
座

　
本
学
で
は
、
従
来
、
対
面
授
業
の
み
で
科
目
の
単
位
取
得
を
認
め

て
い
ま
し
た
が
、
平
成
一
八
年
度
か
ら
、
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
の
単
位

取
得
を
可
能
と
し
ま
し
た
。
単
位
取
得
の
条
件
は
、
①
授
業
を
、
対

面
授
業
（
面
接
授
業
）
と
「
コ
ー
ス
ウ
ェ
ア
」
に
よ
る
ネ
ッ
ト
授
業

と
の
混
合
、
い
わ
ゆ
る
ブ
レ
ン
デ
イ
ツ
ド
授
業
と
し
、
②
履
修
者
を
、

一
度
対
面
授
業
を
履
修
し
、
再
履
修
に
な
っ
た
学
生
と
し
て
い
ま
す
。

図
4
は
、
そ
の
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
概
要
で
す
。

20

囮
ガイダンス

学習状況の

確認と評価

成績評価

eラーニングシステムの概要

特集・e一ラーニング

　　　　　　　　　図4

窯
小テスト（WEB）

レポート（手書き〉

アクセスの確認

質問と解説

面接授業

eラーニング教材

による自学自習

達成度試験

自己点検

　
学
習
プ
ロ
セ
ス
を
定
め
る
シ
ラ
バ
ス
に
沿
っ
て
、
学
習
者
は
、

「
コ
ー
ス
ウ
ェ
ア
」
で
自
学
自
習
し
、
定
め
ら
れ
た
W
e
b
上
で
の

小
テ
ス
ト
を
受
験
し
、
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
ま
す
。
教
員
は
学
習
者

の
学
習
状
況
を
確
認
し
、
面
接
授
業
で
学
習
指
導
を
行
い
ま
す
。
最

終
的
に
は
、
達
成
度
確
認
試
験
で
達
成
度
を
確
認
し
、
科
目
の
合
否

が
判
定
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
一
八
年
度
で
は
、
春
学
期
に
開
講
さ
れ
た
「
基
礎
数
理
」
の

通
常
授
業
で
不
合
格
と
な
っ
た
学
生
を
対
象
に
、
夏
期
集
中
講
座
と

し
て
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
開
講
し
ま
し
た
。
履
修
者
は
最
初
ガ
イ
ダ
ン

ス
で
学
習
の
仕
方
を
理
解
し
た
後
、
個
々
に
「
コ
ー
ス
ウ
ェ
ア
」
で
、

自
由
な
時
間
に
学
習
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
教
室
で
も
学
習
が

可
能
な
よ
う
に
、
授
業
時
間
を
設
定
し
、
そ
の
時
間
帯
に
教
員
が
教

室
に
待
機
し
て
質
問
に
対
応
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
九
〇
％
以
上

の
学
生
が
合
格
と
な
り
ま
し
た
。

　
再
履
修
の
学
生
へ
の
学
習
効
果
が
現
れ
た
反
面
、
課
題
と
し
て
、

「
コ
ー
ス
ウ
ェ
ア
」
に
よ
る
学
習
の
継
続
の
工
夫
や
学
生
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
学
生
の
学
習
を
促
す
た
め
の
工
夫
が
必
要
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

（
二
）
携
帯
電
話
を
利
用
し
た
学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
お
タ
ス
ケ

ケ
ー
タ
イ
」

理
数
系
の
学
習
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
す
る
場
合
の
不
便
の
一

つ
に
、
数
式
表
記
が
あ
り
ま
す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
数
式
を
表
現
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す
る
に
は
、
数
式
表
記
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
必
要

が
あ
り
、
か
つ
数
式
を
入
力
す
る
の
に
、
慣
れ
な
い
と
か
な
り
手
問

が
か
か
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
本
学
で
は
理
数
系
の
e
ラ
ー
ニ
ン
グ

で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
用
が
な
か
な
か
普
及
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、
最
近
の
携
帯
電
話
の
電
子
メ
ー
ル
の
写
真
伝
送
機
能
を

利
用
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
不
便
が
解
消
し
、
誰
で
も
簡
単
に
、
数

式
を
含
む
質
問
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
挙

に
理
数
系
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
の
利
用
が
普
及

し
始
め
ま
し
た
。

　
本
学
で
は
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
「
お
タ
ス
ケ
ケ
ー
タ
イ
」
と
命
名

し
、
学
生
の
二
ー
ズ
に
応
え
て
い
ま
す
。
こ
の
「
お
タ
ス
ケ
ケ
ー
タ

イ
」
に
よ
る
学
習
プ
ロ
セ
ス
は
以
下
の
通
り
で
す
。

①
学
習
者
が
、
質
問
（
問
題
）
を
携
帯
電
話
で
写
真
に
撮
り
、
添
付

　
文
書
と
し
て
電
子
メ
ー
ル
で
本
セ
ン
タ
ー
に
送
信
す
る
。

②
本
セ
ン
タ
ー
で
、
「
ネ
ッ
ト
チ
ュ
ー
タ
ー
」
が
、
そ
の
質
問
に
対

　
し
、
規
定
の
用
紙
に
ア
ド
バ
イ
ス
（
数
式
を
含
む
質
問
の
ヒ
ン
ト
）

　
を
書
き
、
ス
キ
ャ
ナ
ー
に
取
り
込
む
。

③
ス
キ
ャ
ナ
ー
に
取
り
込
ん
だ
デ
ー
タ
を
添
付
文
書
と
し
て
電
子
メ

　
ー
ル
で
返
信
（
回
答
）
す
る
。

④
学
習
者
は
ア
ド
バ
イ
ス
（
ヒ
ン
ト
）
を
読
み
、
さ
ら
に
、
問
題
に

　
取
り
組
む
。

⑤
再
び
質
問
が
あ
る
場
合
、
質
問
を
繰
り
返
す
。
要
す
れ
ば
、
途
中

　
計
算
を
写
真
に
撮
り
、
電
子
メ
ー
ル
で
送
信
す
る
。

質問者からのメール
圭
『

購蹴は灘等叢癒．衡

馨輩1唄9　網

聯鞭、購
　
ア
　
の

　
、
う

　
か
　
一タ

　
一
ス

　
ユ
イ

　
チ
バ

とント　ー
滋鮨牽）二1一一の
色叙≦λ）

軸φ雛嬢離賦簸転
禽に騨ず．

艶葦購協疑、蜘
鞭蝿糠靴掬麹嫁、

固善蔑凹ぐ
麟証1・一一Φ）
Φ）よフ活箋鋤、つc4珂凄起

浸し鰐．

⑥
「
ネ
ッ
ト
チ
ュ
ー
タ
ー
」
が
再
度
ア
ド
バ
イ
ス
（
ヒ
ン
ト
）
を
書

き
、
返
信
す
る
。

　
図
5
は
学
習
者
が
電
子
メ
ー
ル
で
送
信
し
た
質
問
の
添
付
文
書

（
写
真
）
の
例
、
図
6
は
そ
れ
に
対
す
る
「
ネ
ッ
ト
チ
ュ
ー
タ
ー
」

か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
（
写
真
）
の
例
で
す
。

　
こ
の
「
お
タ
ス
ケ
ケ
ー
タ
イ
」
は
、
そ
の
利
便
性
ゆ
え
に
、
学
生

間
で
そ
の
有
用
性
が
広
ま
り
、
利
用
が
活
発
化
し
て
い
ま
す
。

（
三
）
「
ネ
ッ
ト
版
参
考
書
“
数
学
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
」
を
利
用
し
た

　
リ
ン
ク
バ
ッ
ク
ラ
ー
ニ
ン
グ

　
書
籍
と
比
較
し
て
ネ
ッ
ト
教
材
の
強
み
で
あ
る
「
リ
ン
ク
」
と

「
検
索
性
」
に
着
目
し
て
開
発
し
た
「
数
学
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、

ネ
ッ
ト
時
代
に
育
っ
て
い
る
学
生
に
と
っ
て
、
書
籍
と
比
較
し
て
、

効
率
よ
く
「
立
ち
返
り
学
習
（
リ
ン
ク
バ
ッ
ク
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
」
が
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で
き
る
参
考
書
と
な
っ
て
い
ま
す
。
学
習
者
は
、
「
数
学
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
」
で
学
び
た
い
項
目
を
検
索
し
、
リ
ン
ク
を
た
ど
り
な
が
ら
、

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
、
効
率
よ
く
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
特
に
、
こ
の
学
習
方
法
は
、
高
等
学
校
で
の
学
習
内
容
が
多
様
な

学
習
履
歴
を
有
す
る
学
生
に
対
し
て
有
効
な
学
習
方
法
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
図
7
は
、
三
角
関
数
の
加
法
定
理
に
つ
い
て
、
リ
ン
ク
を
た

ど
り
な
が
ら
基
礎
に
立
ち
返
る
学
習
の
例
を
示
し
ま
す
。

　
本
学
で
は
、
授
業
の
中
で
、
こ
の
「
リ
ン
ク
バ
ッ
ク
ラ
ー
ニ
ン
グ
」

を
学
生
の
自
学
自
習
に
勧
め
て
お
り
、
』
徐
々
に
浸
透
し
て
い
ま
す
。

四
　
む
す
び

　
本
学
で
は
、
平
成
一
七
年
度
か
ら
一
九
年
度
の
三
年
間
に
わ
た
る

現
代
G
P
「
ネ
ッ
ト
版
工
学
基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
」
が
展
開
中
で
す
。

こ
こ
で
は
一
八
年
度
ま
で
の
実
施
内
容
を
中
心
に
報
告
い
た
し
ま
し

た
。　
e
ラ
ー
、
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
一
例
と
し
て
、
「
基
礎
数
理
」
と
い

う
科
目
で
、
再
履
修
者
を
対
象
に
、
対
面
授
業
（
面
接
授
業
）
と

「
コ
ー
ス
ウ
ェ
ア
」
に
よ
る
ネ
ッ
ト
授
業
と
の
混
合
（
ブ
レ
ン
ド
）

に
よ
る
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
紹
介
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
こ
の

シ
ス
テ
ム
を
平
成
一
九
年
度
か
ら
数
理
工
統
合
科
目
に
も
適
用
す
る

計
画
で
す
。

　
ま
た
本
学
独
自
の
学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
「
お
タ
ス
ケ
ケ

リンクバックラーニングの例図7

リンクをたどることに

より基礎的な内容を学

習することができる

加法定理

余弦定理

繋＿＿黒方響
臨　議麟霞聯轟罐纏灘鯉燗彦脚哲罹茜馴■ド

輪論懸

　訊　に
下しに

峨鼠唖e騨

ー
タ
イ
」
や
「
数
学
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
リ
ン
ク
バ
ッ
ク

ラ
ー
ニ
ン
グ
」
を
一
層
普
及
さ

せ
、
さ
ら
な
る
進
化
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
一
方
、
入
学
予
定

者
へ
の
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い

て
も
、
「
お
タ
ス
ケ
ケ
ー
タ
イ
」

や
「
数
学
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
リ
ン
ク
バ
ッ
ク
ラ
ー
ニ
ン

グ
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
適
用
す

る
計
画
で
す
。

　
こ
の
「
ネ
ッ
ト
版
工
学
基
礎

教
育
セ
ン
タ
ー
」
は
、
本
学
の

e
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
特
長
づ
け
る

も
の
で
す
。
ま
た
こ
の
e
ラ
ー

特集・e一ラーニング

ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
と
対
面
で
の
「
工
学
基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
」
と
の

総
合
的
な
学
習
支
援
の
取
組
は
、
本
学
の
、
学
生
・
教
員
・
職
員
に

よ
る
「
学
び
の
文
化
形
成
」
の
一
端
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
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